
搬送に使う疋田
産業のトラック
（石川県白山市）

機
械
部
品

が
主
力
の
商

社 、
疋
田
痒
業
（
石
川
県
白

山
市）
は
同
業
2

社
と
得
意

先
が
共
通
す

る
石
川
県
内

の

機
械
メ

ー
カ
ー

を
対
象
に
年

内
に

も
共
同
配
送
を
試
行
す

る。
残
業
規
制

で
渾
転
手
不

足
が
懸
念
さ
れ

る
物
流
の

「
2
0
2
4

年
問
瞑」
に
対

応
す

る
と
同
時
に 、
機
賊
メ

ー
カ
ー

の
荷
受
業
務
の

効
率

化
に

も
つ

な
げ

る。
軌
道
に

栗
っ

た
段
階

で
共
同
配

送
に

参
加
す
る
事
業
者
の
拡
大

を

目
指
す 。

疋
田
産
業

が
近
隣

の
同
業

者
に
共
同
配

送
を
提
案 、
賛

同
し
た

2
社
と
検
討
作
業
を

始
め
た。

3
社
は
県
内
の
得

窓
先
の
う
ち
約
40
社

が
共
通

し
て
い
る
と
い
う 。
こ
の
う

ち 、
ま

と
ま

っ
た
配

送
畢

が

ンで共扁て塁仕るど 現 呈閾閤塁
同議吻送し送ク在施を能め
配を流便たしや ‘ に得なる
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年内にも試行 A

J
1
,

t
、

顧
客i .J
と
に
機
城
部
品
を

組
み
合
わ
せ
る
（
石
川
県

白
山
市
の
疋
田
産
業）

機械部品商社の疋田産業

ーで最適経路選択も
共同配送のイメ ー ジ

三

〖

三
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l
国

一

・荷受け回数
削減

■ 積載率の向上

・ CO2排出皇
の削減

同
業
2
社
と
共
同
配
送

自
社
の
配

送
が
難
し
く

な
る

場
合 、

物
流
会
社
へ
の
委
託

を
拡
大
す

る
選
択
肢
も
あ

る

が
コ

ス
ト

高
に
な
る
と

い

う 。
同
社

が
連
携
す

る
2

社

以
外
に
も
共
同
配

送
に
関
心

を
寄
せ

る
同
業
者
が
複
数
い

る
た

め、
徐
々

に
対
象
を
広

げ
る
考
え
だ 。

疋
田
産
業
の
売
上
高
は
2

0
2
3

年
9

月
期

で
約
93
億

円 。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス

禍
で一
時
落
ち
込
ん
だ

が、

徐
々
に
戻
り
つ

つ
あ

る。
23

年
に

は
経
済
産
業
省

が
定
め

る
デ
ジ
タ

ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ

ハ
ウ

を
物
流
の
効
率
化
に
つ

ー
メ

ー
シ
ョ
ン
(
D
X)
認

な
げ 、
北
臨
の
製
造
業
の
活

定
制
度
に
基
づ
く
「
D
X
認

牲
化
に一
役
買

い
た
い」
と

定
事
業
者」
の
認
定
を
受
け

し
て
い
る。

た。デ
ー

タ
を
活
用
し
た
営
業

体
制
の
横
築
な
ど
社
内
D

x、
共
同
配

送
の
研
究
を
含

め
た
社
外
D
X
に
取
り
組

む 。
24
年
3

月 、
経
産
雀

か

ら
中
堅
・

中
小
企
業
の
モ
デ

ル
と
な
る
俊
良
事
例
と
し
て

「
D
X
セ
レ

ク
シ
ョ

ン」
に

選
ば
れ

た。
疋
田
社
長
は「
社

内
で
効
率
化
し
て
き

た
ノ
ウ
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